
まえがき＝最近の産業機械や建設機械は，市場の要求を
反映した新製品を短期間で開発するスピード開発が望ま
れている









荷重載荷時に横荷重を与えたときのブームの変形解析を
行い，実験結果と比較した結果，よく一致した。なお，
従来の線形解析では，全く異なった結果になる。特にこ
の解析から，各部剛性の寄与度を明確にすることができ，
設計段階で最適な剛性設計ができるようになった。
2．2．4　鋼材の圧延時挙動シミュレーション

　鋼板や線材の圧延速度の高速化に伴って発生する圧延
材料の振動は，材料の表面品質を低下させる。この問題
を解決するため，鋼材が圧延方向（長手方向）に高速で
移動する際のダイナミクスを検討する解析手法を開発し
たので紹介する。非線形有限要素を適用したマルチボデ
ィ・ダイナミクスを用いることで，幾何学的非線形性を
正しく考慮し，鋼材が圧延方向へ移動する効果を考慮し
た解析手法 17）である。図 9に示す圧延機に線材が高速
で引込まれる際の振動挙動解析を行った適用事例を示
す。図10に示すように，線材は比較的低次の振動をしつ
つ圧延機に引込まれ，時間とともに振動周期は短くなっ
ていく。これは，引込みが進むにつれて線材の長さが短
くなることによる効果である。このような難しい自励振
動を抑制するための振動制御方式を検討するうえで，事
前にシミュレーションによって評価することが大変役に
立っている。

3．配管内流体系の圧力脈動にかかわるシミュ
 レーションの概要と適用事例

　化学プラントや製鉄プラントなどでは数多くの圧縮機
が使用されている。これら産業用圧縮機の中で，容積形

の往復圧縮機は間欠的な気体の吸込み／吐出しを行うた
め，接続する配管内流体系には特有の圧力脈動が発生す
る。このことから，API 618（米国石油協会規格 618）で
も，圧力脈動の事前解析を推薦し，その許容値を明示し
ている。
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